
第 179 号　　平成 31 年３月 11 日　　　　食品衛生責任者・お知らせ版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

食
中
毒

発生
状況報告（東京

都
）

平
成
31 年 1月～平成 31 年

2 月
15
日

お知らせ版  第179 号 印刷物規格表　第 1 類　印刷番号（29）86

東京都・食品監視課のホームページ  食品衛生の窓  で検索
発行：　　東京都　編集：一般社団法人東京都食品衛生協会

細菌を
“つけない”
「清潔」

“ふやさない”
「迅速または冷却」

“やっつける”
「加熱」

細菌性食中毒予防三原則

総 件 数
総患者数

（昨年同期）
総 件 数
総患者数

11 件
30 名

15 件
428 名

東食協ホームページ　 http://www.toshoku.or.jp

12月１日 
〜 15 日 

検
体
の
法
違
反
品
を
発
見
し
ま
し
た
。

違
反
品
に
つ
い
て
は
、
製
造
者
を
所
管

す
る
自
治
体
へ
通
報
等
を
行
い
ま
し

た
。（
表
５
）

◉
そ
の
他

　

期
限
表
示
や
添
加
物
、
ア
レ
ル

ゲ
ン
等
の
表
示
事
項
を
中
心
に
、

十
三
万
九
千
六
百
十
品
目
の
食
品
に
対

し
食
品
表
示
法
に
基
づ
く
表
示
検
査
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
千
五
十
五

品
目
の
食
品
に
対
し
表
示
改
善
を
指
導

し
ま
し
た
。（
表
６
）

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
備
え
、
宿

泊
施
設
や
飲
食
店
等
に
対
し
、
延
べ

一
万
千
九
十
軒
に
立
ち
入
り
、
衛
生
管

理
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

六
百
九
十
三
軒
に
対
し
て
、
施
設
内
の

整
理
整
頓
や
清
掃
の
徹
底
等
に
つ
い
て

指
導
し
ま
し
た
。（
表
７
）

　

上
記
の
一
斉
監
視
事
業
の
実
施
結
果

に
つ
い
て
は
、
事
業
実
施
後
に
取
り
ま

と
め
、
食
品
衛
生
関
係
事
業
報
告
に
お

い
て
公
表
を
行
う
予
定
で
す
。

施
設
千
四
百
六
十
軒
に
立
入
り
、
衛
生

管
理
の
状
況
等
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
二
十
八
軒
に
対
し
て
、
調
理

従
事
者
の
健
康
状
態
の
確
認
及
び
記
録

の
実
施
等
に
つ
い
て
指
導
し
ま
し
た
。

（
表
２
）

◉
食
肉
の
生
食
等
で
の
提
供
に
対
す
る

監
視
指
導
（
表
３
、
表
４
）

　

近
年
、
食
中
毒
が
相
次
い
で
い
る
鶏

肉
等
の
生
又
は
加
熱
不
十
分
な
調
理
で

の
提
供
に
つ
い
て
、
飲
食
店
等
に
対
す

る
監
視
指
導
と
検
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
鶏
タ
タ
キ
や
タ
タ
キ
用
の

　

重
点
監
視
指
導
の
結
果

　

今
冬
の
食
品
衛
生
一
斉
監
視
で
は
、

下
記
の
項
目
に
つ
い
て
重
点
的
に
監
視

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◉
老
人
ホ
ー
ム
等
の
集
団
給
食
施
設
に

対
す
る
監
視
指
導
（
O
１
５
７
、
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
対
策
）（
表
２
）

　

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
O
1
5
7
及

び
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
を
防

止
す
る
た
め
、
高
齢
者
施
設
等
の
給
食

　

実
施
結
果
の
概
要

　

こ
の
期
間
、
食
品
関
係
営
業
施
設
延

べ
九
万
六
千
八
百
三
十
三
軒
に
対
し
て

立
入
検
査
を
行
い
、
食
品
の
衛
生
的
な

取
扱
い
な
ど
の
指
導
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
二
千
六
百
七
十
三
検
体
の

食
品
に
つ
い
て
検
査
を
実
施
し
た
結

果
、
基
準
値
を
超
え
る
食
品
添
加
物
を

検
出
し
た
「
佃
煮
」
等
二
検
体
の
法
違

反
品
を
発
見
し
、
必
要
な
措
置
を
行
い

ま
し
た
。（
表
１
）

鶏
ム
ネ
肉
か
ら
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
や

サ
ル
モ
ネ
ラ
を
検
出
し
た
た
め
、
十
分

に
加
熱
す
る
よ
う
指
導
し
ま
し
た
。（
表

３
、
表
４
）

◉
ク
リ
ス
マ
ス
、
年
末
年
始
用
食
品
等

の
検
査
（
表
５
）

　

短
期
間
に
大
量
に
製
造
さ
れ
流
通
す

る
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
、
正
月
用
そ
う

ざ
い
等
の
年
末
年
始
用
食
品
を
中
心
に

二
千
六
百
七
十
三
検
体
の
食
品
等
に
つ

い
て
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、基
準
値
を
超
え
る
食
品
添
加
物（
保

存
料
）
を
検
出
し
た
「
佃
煮
」
等
、
二

今
冬
の
食
品
衛
生
一
斉
監
視
実
施
結
果

中間
報告

９
万
６
８
３
３
軒
に
立
ち
入
り
、２
６
７
３
食
品
を
検
査

　

ク
リ
ス
マ
ス
、
年
末
年
始
、
贈
答
用
の
様
々
な
食
品
が
大
量
に
流
通
し
、
ま
た
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
が
多
発
す
る
歳
末
期
に
お
い
て
、
食
中

毒
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
、
食
品
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
都
及
び
特
別
区
・
八
王
子
市
・
町
田
市
は
、
十
二
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
、

食
品
関
係
事
業
者
等
に
対
す
る
歳
末
の
食
品
衛
生
一
斉
監
視
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
十
二
月
十
五
日
ま
で
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
、
速

報
値
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

検査品目数 違反・不適正
表示品目数　 違反率

食品表示法に基づく
表示監視 139,610 1,055 0.76%

表 6　食品の表示に関する監視指導結果

表１　総括表

表 7　東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた監視指導結果

表 2　老人ホーム等の集団給食施設に対する監視指導（O157、ノロウイルス対策）結果
立入検査実施状況 収去検査実施状況

立
入
延
軒
数

行
政
措
置
実
施
軒
数

（内訳）

法
違
反
検
体
数

行
政
措
置
実
施
件
数
（
※
）

行政指導

不
利
益
処
分

総
検
査
検
体
数
　

口
頭
注
意

指
導
文
書
交
付

（
衛
生
指
導
注
意
票
含
む
）

そ
の
他

合　計 1,460 28 28 28 0 0 0 161 0 

高齢者施設 399 12 12 12 0 0 0 18 0 

上記以外の給食施設 1,061 16 16 16 0 0 0 143 0 
※１軒に対して複数件の行政措置を行う場合があるため、「行政措置実施軒数」とは一致しない。

立入検査実施状況 収去検査実施状況

立
入
延
軒
数

行
政
措
置
実
施
軒
数

（内訳）

法
違
反
検
体
数

行
政
措
置
実
施
件
数
（
※
）

行政指導

不
利
益
処
分

総
検
査
検
体
数
　

口
頭
注
意

指
導
文
書
交
付

（
衛
生
指
導
注
意
票
含
む
）

そ
の
他

合　計 96,833 1,957 1,973 1,950 12 11 0 2,673 2

製造・処理施設 5,484 101 110 100 5 5 0 937 0 

販売施設 76,727 1,197 1,197 1,195 0 2 0 1,140 1 

調理施設 14,090 658 665 655 6 4 0 490 0 

その他 532 1 1 0 1 0 0 106 1
※１軒に対して複数件の行政措置を行う場合があるため、「行政措置実施軒数」とは一致しない。

立入検査実施状況 収去検査実施状況

立
入
延
軒
数

行
政
措
置
実
施
軒
数

（内訳）

法
違
反
検
体
数

行
政
措
置
実
施
件
数
（
※
）

行政指導

不
利
益
処
分

総
検
査
検
体
数
　

口
頭
注
意

指
導
文
書
交
付

（
衛
生
指
導
注
意
票
含
む
）

そ
の
他

飲食提供施設
（宿泊施設を除く）11,090 693 700 690 6 4 0 1,077 0 

宿泊施設（再掲） 117 12 13 13 0 0 0 19 0

※１軒に対して複数件の行政措置を行う場合があるため、「行政措置実施軒数」とは一致しない。

表 3  食肉の生食等での提供に対する監視指導結果①

　
立
入
軒
数

食
肉
を
生
食
等
で

取
り
扱
う
軒
数

取扱種類（再掲）※
規格基準等が定められている食肉 鶏

刺
し
及
び

鶏
レ
バ
ー
等

そ
の
他

牛
レ
バ
ー

牛
ユ
ッ
ケ
等

生
食
用
牛
肉

豚
レ
バ
ー

豚
刺
し
等

馬
レ
バ
ー

馬
刺
し
等

合　計 4,110 199 0 18 1 0 3 110 92 2

飲食店営業 2,699 169 0 16 1 0 3 77 91 2 

食肉販売業 1,017 18 0 0 0 0 0 22 0 0 

食肉処理業 394 12 0 2 0 0 0 11 1 0 

※複数計上であるため、その合計は「食肉を生食等で取り扱う軒数」と一致しない。

検査検体数 検出検体数
検出状況（内訳）※

大腸菌 サルモネラ カンピロバクター

合　計 21 14 14 3 2

原料肉 4 4 4 2 1

調理・加工品 17 10 10 1 1

※複数計上であるため、その合計は「検出検体数」と一致しない。

総
検
査
品
目
数

総
検
査
項
目
数

（内訳）

法違反 細菌検査 化学検査

検体数 違反率 項目数
違反
項目数

項目数
違反
項目数

合　計 2,673 2 0.07% 30,011 13,104 0 16,907 2

国産品 2,458 2 0.08% 26,326 12,484 0 13,842 2

輸入品 215 0 0% 3,685 620 0 3,065 0

表 4 食肉の生食等での提供に対する監視指導結果（細菌検査結果）②

表 5  クリスマス、年末年始用食品等の検査結果
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い
る
も
の
を
使
用
し
、
短
時
間
で
調
理
提
供

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ツ
ブ
貝
（
ヒ
メ
エ
ゾ
ボ
ラ
な
ど
）

の
テ
ト
ラ
ミ
ン
（
唾
液
腺
毒
）
に
よ
る
事
例

が
一
件
発
生
し
ま
し
た
。

　

ツ
ブ
貝
は
唾
液
腺
内
に
テ
ト
ラ
ミ
ン
を
高

濃
度
で
含
有
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
調
理

の
際
に
唾
液
腺
を
適
切
に
取
り
除
く
こ
と
で

食
中
毒
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

食
中
毒
を
防
止
す
る
た
め
に

　

細
菌
性
や
ウ
イ
ル
ス
性
の
食
中
毒
を
予
防

す
る
た
め
に
は
、
食
中
毒
予
防
の
三
原
則
を

理
解
し
、
実
行
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

営
業
者
や
食
品
衛
生
責
任
者
だ
け
で
な

く
、
お
店
や
施
設
の
す
べ
て
の
従
事
者
が
、

食
品
に
細
菌
を
①
つ
け
な
い
（
手
洗
い
の
実

施
な
ど
）、
②
増
や
さ
な
い
（
温
度
管
理
、

時
間
管
理
）、③
や
っ
つ
け
る（
加
熱
、殺
菌
）、

を
徹
底
で
き
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
を
調
理
場
に
④
も
ち
こ
ま
な
い

（
感
染
者
は
従
事
し
な
い
な
ど
）、
⑤
ひ
ろ
げ

な
い
（
ト
イ
レ
等
を
介
し
た
感
染
防
止
）、

を
加
え
て
、
よ
り
一
層
の
食
中
毒
防
止
対
策

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
近
年
増
加
中
の
ア
ニ
サ
キ
ス
食

中
毒
の
予
防
は
、
①
新
鮮
な
状
態
で
内
臓
を

速
や
か
に
処
理
、
②
よ
く
見
て
虫
体
を
取
り

除
く
、
特
に
③
マ
イ
ナ
ス
二
十
度
で
二
十
四

時
間
以
上
の
凍
結
が
効
果
的
で
す
。

　

安
全
で
お
い
し
い
食
品
の
提
供
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

で
最
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

患
者
数
は
、一
月
の
三
百
三
名
が
最
多
で
、

次
い
で
十
二
月
（
二
百
六
十
七
名
）、
八
月

（
二
百
六
十
五
名
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

冬
期
は
一
般
的
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

期
で
す
が
、
平
成
三
十
年
の
一
月
か
ら
三
月

の
発
生
は
九
件
と
少
な
く
、
四
月
か
ら
五
月

に
十
件
、
八
月
に
二
件
の
発
生
が
あ
り
ま
し

た
。　
　

　

発
生
件
数
の
多
か
っ
た
四
月
、
五
月
は
、

ア
ニ
サ
キ
ス
に
よ
る
食
中
毒
の
発
生
が
多

く
、
各
月
の
半
数
を
占
め
ま
し
た
。

　

病
因
物
質
別
発
生
状
況
（
表
１
）

　

平
成
三
十
年
の
病
因
物
質
別
発
生
件
数
と

前
年
比
を
表
１
に
示
し
ま
し
た
。　

　

平
成
三
十
年
は
、
寄
生
虫
ア
ニ
サ
キ
ス

に
よ
る
事
件
が
七
十
七
件
（
四
十
二
％
）

と
最
も
多
く
、
次
い
で
細
菌
の
カ
ン
ピ

ロ
バ
ク
タ
ー
に
よ
る
も
の
が
四
十
一
件

（
二
十
二
％
）、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の

が
二
十
八
件
（
十
五
％
）
で
、
こ
れ
ら
三
つ

の
病
因
物
質
で
、
全
体
の
七
十
九
％
を
占
め

ま
し
た
。

　

特
に
、
ア
ニ
サ
キ
ス
に
よ
る
食
中
毒
の
発

生
件
数
は
昨
年
に
比
べ
て
三
十
二
件
増
加

し
、
一
・
七
倍
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
に
よ
る
食
中

毒
発
生
件
数
は
昨
年
に
比
べ
て
四
件
減
少
し

　

概
況

　

平
成
三
十
年
の
東
京
都
に
お
け
る
食
中
毒

の
発
生
状
況
の
主
な
特
徴
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

　

①
過
去
十
年
間
の
平
均
値
よ
り
多
く
発
生

し
ま
し
た
が
、
患
者
数
は
平
年
並
み
と
な
り

ま
し
た
。
②
病
因
物
質
別
で
は
、
ア
ニ
サ
キ

ス
に
よ
る
も
の
が
特
に
多
く
発
生
し
ま
し

た
。

  

食
中
毒
発
生
件
数
及
び
患
者
数
（
図
１
）

　

平
成
三
十
年
の
東
京
都
に
お
け
る
食
中

毒
は
、
発
生
件
数
百
八
十
五
件
、
患
者
数

千
九
百
十
七
名
（
速
報
値
）
で
、
発
生
件

数
で
一
昨
年
（
百
三
十
二
件
）
に
比
べ
て

五
十
三
件
増
加
し
ま
し
た
が
、
患
者
数
は

昨
年
（
二
千
六
百
二
十
八
名
）
に
比
べ
て

七
百
十
一
名
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
ア
ニ
サ
キ
ス
や
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク

タ
ー
の
よ
う
に
患
者
数
の
少
な
い
食
中
毒
が

多
か
っ
た
こ
と
で
、
発
生
件
数
は
大
幅
に
増

加
し
た
も
の
の
、
患
者
数
は
平
年
並
み
に
な

り
ま
し
た
。

　

月
別
の
発
生
状
況
（
図
２
・
３
）

　

月
別
の
発
生
件
数
は
九
月
の
三
十
一
件
が

最
多
で
、
次
い
で
四
月
（
二
十
三
件
）、
五

月
（
二
十
二
件
）
と
な
り
、
十
一
月
が
七
件

平
成
30
年 

東
京
都
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食
中
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生
状
況
〈
速
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〉

寄
生
虫 

ア
ニ
サ
キ
ス
が
最
多
に

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
原
因
物
質
別
の
食
中
毒
発
生
状
況

を
詳
し
く
見
て
み
ま
す
。

◎
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー

　

細
菌
性
食
中
毒
は
事
件
数
が
六
十
九
件

（
三
十
七
％
）、
患
者
数
は
七
百
六
十
四
名

（
四
十
％
）
で
し
た
。
細
菌
性
食
中
毒
で

最
も
多
か
っ
た
の
は
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー

（
四
十
一
件
）
で
し
た
。

　

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
に
よ
る
月
別
発
生
件

数
は
、
八
月
を
除
く
十
一
の
月
で
発
生
が
あ

り
、
特
に
九
月
（
十
件
）、
六
月
及
び
十
二

月
（
六
件
）、
四
月
（
五
件
）
が
多
く
発
生

し
ま
し
た
。（
図
３
）

　

こ
れ
ら
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
の
事
例
は
全

て
メ
ニ
ュ
ー
の
中
に
鶏
肉
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
半
数
の
事
例
で
は
、
メ
ニ
ュ
ー
の
中

に
鳥
刺
し
や
鳥
わ
さ
な
ど
の
生
ま
た
は
ほ
ぼ

生
の
鶏
肉
メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
他
の
事
例
で
は
、
加
熱
不
十
分
な

焼
き
鳥
や
レ
バ
ー
の
提
供
、
低
温
調
理
の
鶏

肉
の
提
供
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
に
よ
る
食
中
毒
の
予

防
に
は
、
特
に
鶏
肉
の
生
ま
た
は
加
熱
不
十

分
で
の
提
供
は
厳
禁
で
す
。
中
心
ま
で
し
っ

か
り
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

◎
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ

　

細
菌
性
食
中
毒
の
中
で
次
い
で
多
か
っ
た

の
は
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
で
し
た
。
八
月
末
か
ら

九
月
初
め
に
か
け
て
、
同
一
チ
ェ
ー
ン
の
店

舗
で
相
次
い
で
発
生
し
、
十
三
件
、
百
二
十

名
の
患
者
が
発
生
し
ま
し
た
。
各
店
で
持
ち

帰
り
や
配
達
し
た
す
し
で
多
く
の
患
者
が
確

認
さ
れ
、
汚
染
さ
れ
た
食
材
を
使
用
し
た
可

能
性
だ
け
で
な
く
、
配
達
時
の
温
度
管
理
、

時
間
管
理
の
不
備
な
ど
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

チ
ェ
ー
ン
で
は
共
通
の
食
材
が
使
用
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
共
通
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
複
数
の
店
舗
で
食
中
毒

の
発
生
に
至
っ
た
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
食
中
毒
防
止
の
た
め
に

は
、食
中
毒
予
防
三
原
則
の
「
ふ
や
さ
な
い
」

が
特
に
重
要
で
あ
り
、徹
底
し
た
低
温
管
理
、

喫
食
ま
で
の
時
間
管
理
が
必
要
で
す
。

◎
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
と
そ
の
他
の
病
原
細
菌

　

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
に
よ
る
食
中
毒
は
六

件
、
患
者
数
二
百
七
十
名
の
発
生
と
な
り
ま

し
た
。
原
因
食
品
が
明
ら
か
に
な
っ
た
事
例

は
な
く
、
従
事
者
が
感
染
し
て
い
た
り
、
複

数
日
の
利
用
者
か
ら
患
者
が
発
生
す
る
な

ど
、
二
次
汚
染
や
継
続
し
た
汚
染
等
の
可
能

性
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ウ
エ
ル
シ
ュ
菌
の
事
例
は
四
件
、
百
九
名

の
患
者
発
生
が
あ
り
ま
し
た
。
提
供
さ
れ
た

メ
ニ
ュ
ー
は
い
ず
れ
も
肉
類
が
使
用
さ
れ
て

お
り
、調
理
後
の
常
温
放
置
や
緩
慢
な
保
温
、

不
十
分
な
再
加
熱
な
ど
の
取
り
扱
い
が
み
ら

れ
、
ウ
エ
ル
シ
ュ
菌
の
増
殖
を
招
い
た
結
果

食
中
毒
が
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
二
件
、
黄
色
ブ
ド
ウ

球
菌
一
件
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
と
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク

タ
ー
の
混
合
汚
染
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
と

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
の
混
合
汚
染
が
各
々
一

件
で
し
た
。

◎
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
は
、
発
生

件
数
が
二
十
八
件
、
患
者
数
が
九
百
十
九
名

で
、
発
生
件
数
は
三
位
だ
っ
た
も
の
の
、
患

者
数
で
は
一
位
で
し
た
。

　

月
別
発
生
状
況
と
し
て
は
、
一
般
的
な
流

行
期
で
あ
る
一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
三
か
月

間
で
九
件
発
生
し
ま
し
た
が
、四
月
に
四
件
、

五
月
に
六
件
発
生
し
、
八
月
に
も
二
件
発
生

し
ま
し
た
。
大
流
行
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

一
年
を
通
じ
て
だ
ら
だ
ら
と
発
生
が
続
い
た

の
が
平
成
三
十
年
の
特
徴
と
言
え
ま
す
。

　

一
方
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒

二
十
八
件
の
う
ち
、
カ
キ
の
生
食
又
は
加
熱

不
十
分
が
原
因
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
事
例

は
四
件
で
し
た
。
そ
の
他
の
事
例
は
感
染
し

て
い
た
調
理
従
事
者
か
ら
の
二
次
汚
染
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
の
予
防
方
法
は
、

①
従
事
者
や
そ
の
家
族
の
健
康
管
理
、
②
適

切
な
手
洗
い
の
励
行
、
③
調
理
器
具
等
の
熱

湯
や
塩
素
剤
を
用
い
た
殺
菌
、
④
カ
キ
な
ど

の
二
枚
貝
は
中
心
ま
で
十
分
に
加
熱
す
る
こ

と
、
⑤
従
事
者
が
お
う
吐
、
下
痢
等
の
症
状

が
あ
る
場
合
に
は
、
直
接
食
品
に
触
れ
る
作

業
に
は
従
事
し
な
い
こ
と
、で
す
。
今
一
度
、

従
業
員
全
員
が
実
行
で
き
て
い
る
か
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

◎
寄
生
虫

　

ア
ニ
サ
キ
ス
に
よ
る
食
中
毒
が
七
十
七

件
、
シ
ュ
ー
ド
テ
ラ
ノ
ー
バ
に
よ
る
も
の
が

一
件
、
ク
ド
ア
・
セ
プ
テ
ン
プ
ン
ク
タ
ー
タ

に
よ
る
も
の
が
一
件
発
生
し
ま
し
た
。　

　

ア
ニ
サ
キ
ス
に
よ
る
食
中
毒
は
、
毎
月
発

生
し
ま
し
た
。喫
食
食
品
は
、サ
バ
、カ
ツ
オ
、

ア
ジ
、
イ
ワ
シ
、
サ
ン
マ
、
ヒ
ラ
メ
、
タ
イ

な
ど
の
刺
身
や
す
し
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
げ
ら

れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
魚
介
類
が
多
く
出
回

る
時
期
に
若
干
の
発
生
数
の
増
加
が
み
ら
れ

ま
し
た
。

　

特
に
平
成
三
十
年
は
四
月
、
五
月
に
カ
ツ

オ
の
刺
身
に
よ
り
多
く
の
食
中
毒
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

ア
ニ
サ
キ
ス
は
、
二
か
ら
三
セ
ン
チ
の
細

長
い
線
虫
で
、
サ
バ
、
サ
ケ
、
サ
ン
マ
、
ス

ル
メ
イ
カ
、
ニ
シ
ン
、
イ
ワ
シ
、
ア
ジ
な
ど

百
五
十
種
類
以
上
の
魚
介
類
に
寄
生
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
魚
介
類
の

内
蔵
周
辺
に
多
く
寄
生
し
て
お
り
、
放
置
す

る
と
内
蔵
近
く
の
筋
肉
に
移
行
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

ア
ニ
サ
キ
ス
に
よ
る
食
中
毒
を
防
止
す
る

た
め
に
、
①
内
蔵
を
早
め
に
取
り
除
き
、
冷

蔵
庫
で
保
管
す
る
、
②
内
蔵
に
近
い
部
分
に

ア
ニ
サ
キ
ス
が
い
な
い
か
確
認
し
て
調
理

す
る
、
③
中
心
部
ま
で
マ
イ
ナ
ス
二
十
度
、

二
十
四
時
間
以
上
冷
凍
す
る
、
な
ど
の
注
意

が
必
要
で
す
。

　

シ
ュ
ー
ド
テ
ラ
ノ
ー
バ
は
、
ア
ニ
サ
キ
ス

よ
り
や
や
大
き
く
、
褐
色
を
帯
び
た
線
虫
で

す
。
予
防
法
や
分
布
な
ど
は
、
ア
ニ
サ
キ
ス

と
ほ
ぼ
同
様
で
す
が
、
国
内
で
は
、
北
海
道

に
事
例
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
ク
ド
ア
・
セ
プ
テ
ン
プ
ン
ク
タ
ー

タ
に
よ
る
食
中
毒
が
一
件
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

ク
ド
ア
・
セ
プ
テ
ン
プ
ン
ク
タ
ー
タ
は
ヒ

ラ
メ
の
筋
肉
に
寄
生
し
、
肉
眼
で
確
認
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。原
因
食
品
と
し
て
は
、

養
殖
ヒ
ラ
メ
の
刺
身
な
ど
で
す
。
食
中
毒
の

有
効
な
防
止
対
策
と
し
て
、
原
料
の
ヒ
ラ
メ

の
冷
凍
処
理
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
品
質
が

低
下
す
る
こ
と
か
ら
対
策
と
し
て
普
及
し
て

い
な
い
よ
う
で
す
。
仕
入
れ
先
か
ら
検
査
結

果
を
取
り
寄
せ
る
な
ど
し
て
、
安
全
性
を
確

認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
そ
の
他

　

化
学
物
質
に
よ
る
食
中
毒
と
し
て
、
塩
素

に
よ
る
も
の
が
二
件
、
ヒ
ス
タ
ミ
ン
に
よ
る

も
の
が
一
件
発
生
し
ま
し
た
。

　

塩
素
に
よ
る
事
例
は
、
漂
白
中
の
調
理
器

具
に
入
っ
て
い
た
水
を
誤
っ
て
客
に
提
供
し

た
り
、
食
品
の
空
き
容
器
に
保
管
し
て
い
た

消
毒
液
を
誤
っ
て
客
に
提
供
し
た
こ
と
で
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
消
毒
時
の

ル
ー
ル
を
決
め
、
消
毒
中
で
あ
る
と
誰
も
が

わ
か
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
薬
剤
を
食
品
の

空
き
容
器
に
保
管
し
な
い
こ
と
、
食
品
の

近
く
に
薬
剤
を
保
管
し
な
い
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

ヒ
ス
タ
ミ
ン
に
よ
る
事
例
は
魚
介
類
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

ヒ
ス
タ
ミ
ン
は
魚
介
類
に
付
着
し
た
ヒ
ス

タ
ミ
ン
産
生
菌
が
増
殖
す
る
こ
と
で
産
生
さ

れ
る
化
学
物
質
で
す
。
材
料
の
魚
介
類
は
品

質
が
良
く
、
温
度
管
理
が
し
っ
か
り
さ
れ
て

　図 2　月別の食中毒発生状況

　図 1　過去 5 年間の食中毒発生状況

　図 3　主な病因物質の月別発生状況

表１　平成29年及び30年の病因物質別食中毒発生状況
病因物質 30年 29年 増減

ウイルス
ノロウイルス 28 25 3
サポウイルス 1 0 1
A群ロタウイルス 1 0 1

細菌

カンピロバクター 41 45 ▲ 4
腸管出血性大腸菌 6 0 6
腸炎ビブリオ 13 0 13
ウエルシュ菌 4 4 0
サルモネラ 2 0 2
黄色ブドウ球菌 1 4 ▲３
腸管出血性大腸菌及びカンピロバクター 1 0 1
サルモネラ及びカンピロバクター 1 1 0
セレウス菌 0 1 ▲１

耐熱性毒素様毒素遺伝子（astA）
保有大腸菌　※

0 1 ▲１

ボツリヌス菌 0 1 ▲１
A群溶血性レンサ球菌 0 1 ▲１

寄生虫
アニサキス 77 45 32
シュードテラノーバ 1 2 ▲１
クドア・セプテンプンクタータ 1 1 0

化学物質
ヒスタミン 1 0 1
塩素 2 0 2

動物性自然毒 1 0 1
不　　　明 3 1 2
合　　　計 185 132 53

※本菌の病原性については、未だ十分に解明されていない


